















谷 釜 尋 徳
Changes in basketball dribbling technique in America in the 1920s-1940s
―Development from a means of keeping the ball to an offensive technique ―
TANIGAMA Hironori
Summary
This paper discusses changes in basketball dribbling technique in America in the 1920s-1940s. The  re-suits of
the investigation can be outlined as follows.
There was no dribbling when basketball was first invented. but it was devised as a means of keeping the
ball. In the 1920s ， dribbling began to play a role as a means  of moving the ball. but through the first half ofthe 1920s it had no offensive characteristics directly linked with scoring.
The dribbling technique at the beginning of the 1920s involved watching the ball, and thus the range in
which the ball was manipulated was almost entirely limited to the front of the body. In the mid 1920s the
ideal dribbling technique was to face the line of sight forward. but at the same time the technique changed to
a movement where the ball was kept in the field of vision.
From the end of the 1920s to the beginning of the 1930s, many players began to use dribbling more than
necessary, and dribbling became a target of criticism. 0n the other hand. the value of dribbling as an essen-
tial technique which players should leam was finally recognized.
After the mid 1930s, numerous variations of dribbling technique began to be  seen. Also,  at the end of the1930s
，dribbling developed  as an offensive technique directly linked with scoring ， while firmly maintainingits role as a means of moving the ball.
In the 1940s, dribbling developed further into an offensive technique, but the dribbler's line of site had
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ケットボール指導教本』には,  1892～1936年の期　　 リブル後のショットを禁ずるルールは解消 されて
問におけるドリブルに関するルール変更の概要が　　 いる。このことは，それまでボール・キープの手
整理されている≒ その中から,  1920年代以前に　　 段であったドリブルが，得点に直結し得る攻撃的
該当する1892 ～1916年の期間を対象として一覧表　　 な技術として発達してい く可能性を拓く ものと
にしたものが表1 である。　　　　　　　　　　　　　 なった。水谷が，これを契機として「ドリブルシ
表1 の中でとりわけ目を引くのは,  1901～02年　　 ヨットやフェイクして相手を抜くプレイ が生 ま
のルール変更でドリブル後のショットが禁じられ　　 れ，オフェンスがスピーディになり，攻撃 技術が
表1　 ドリブルに関するルールの変遷（1892～1916年戸
ル ールの 試行年 代 � 主 な ルー ル変更 の概 要
1892 ～95 年 �片 手 も しく は両手 で， ボー ルを どの方 向 にたたい て もよい。
1898 ～99 年 �
あ る プレ ーヤ ーが ボー ルを両手 で キャ ッチ し た後， 床 に バウ ンド さ せ た場 合，次 に他 のプ
レ ーヤ ーがそ のボ ール に触 れた後で なけ れば，再 び そ の ボ ール に触 れる こ とは で き ない 。
ま た，プ レ ー ヤ ーは 両手 で は許 さ れ ない が ，片 手 で あ れ ば何 回 で も ボ ール を弾 ま せ て よ
し稲
1899 ～1900 年 �ド リブ ルの最 中は， 両手 でボ ール に触 れるこ とが で きるの は1 回だ けと する。
1901 ～02 年 �
ド リブ ル後 の ショ ットは バ イオレ ーシ ョン とす る。　1回 だけ ボー ルを床 に弾 ませ て 進 むプ
レ ーは，ド リブ ル とみな さない。
1903 ～04 年 �1
回ず つ ボ ールを床 に弾 ませて 進 むプレ ーは ，ドリ ブ ル とみな す。
そ の際 ， ボー ルを拳で 叩い て はなら ない。
1904 ～05年 �
ド リブ ル とは，プ レ ーヤ ーが片手 もし く は両手 で1 回以 上 ボ ール を弾 ませ， そ の 間 に2 歩
以上 進 むプ レ ーをいう。
1905 ～06年 �
ドリ ブ ル とは，プ レ ーヤ ーが投 げ る， バ ウンド さ せる ， たた く， 転が す， のい ず れか の方
法 に よって ボ ールを弾 ませ， さ ら にその ボ ール に他 のプ レ ー ヤ ーが触 れ る まで の 間に ，そ
の プレ ーヤ ーが片 手 または両 手で1 回以上 ボ ール に触 れた場 合 をいう。
1908 ～09年 �ル ール に違反 しない ドリ ブ ルとは， そ のドリ ブ ルが連続 し ておこ な われてい る場 合 とす る。
1911 ～12年 �
ボ ール を片手 で持 つか， 両手 で ボ ールに 触れ る まで の 間は， ドリ ブ ラ ー はい かな る方 法 で
い かな る方向 にもドリブ ルし て よい。
1915 ～16年 �ドリ ブ ルの後 ， ショット して も よい。





3 －1　 ボ ール の 移 動 手 段 と し て の ド リ ブ ル 技 術
の発 達
前 述 し た よう に ， バ ス ケ ッ ト ボ ー ル考 案 当 初 の
ド リ ブ ル は ， デ ィ フ ェ ン ス か ら ボ ー ル を 守 る ため
の ボ ー ル ・ キ ー プ の 手 段 で あ っ た。 そ れ が,  1920
年 代 に な る と ド リ ブ ル に 期 待 さ れ た 役 割 に も変 化
が 生 じ て い る。
例 え ば,  Wardlaw ら は 「 ボ ー ル保 持 者 の 前 方 に
ス ペ ー スが あ る と き， ド リ ブ ル は ボ ー ル を移 動 さ
せ る 手 段 と な る。」35）と 記 述 し て い る 。 ま た,   Hoi-man
も 「ド リ ブ ル は パ ス の 代 わ り に ボ ー ル を 運 ぶ
た め の 手 段 と し て 用 い る べ き で あ る 」36)と し ，Wardlaw
ら と 同 様 の 見 解 を 示 し て い る 。 ゆ え に ，
こ の 時 代 の ド リ ブ ル は ボ ー ル ・ キ ー プ の み な ら
ず ， パ ス に 代 わる 二 次 的 な ボ ー ル の 「移 動手 段」
と し て の 役 割 も見 出 さ れて い た とい え よ う。
し か し な が ら， 当 時 のド リ ブ ル は ， そ の 役 割 か
ら し て も 得 点 に直 結 し 得 る よ う な 攻 撃 性 を 備 え て
は い な か っ た。 そ れ は,  Meanwell が 「多 く の
コ ー チ は ド リ ブ ル を不 要 な プ レ ー と 考 え ， そ の 使
用 を 禁 じ て い る 。岬 と 言 及 し,   Allen も 「 バ ス ケ
ッ ト ボ ー ル の プ レ ー の 中 で 最 も議 論 を 要 す る も の
は ド リ ブ ルで あ る 。 大 半 の コ ーチ は ド リ ブ ル を使
用 し な い 。」38)と 述 べ て い る こ と か ら も 窺 え る3‰1920
年 代 前 半 頃 まで ， バ ス ケ ッ ト ボ ー ルの ゲ ー ム
にお い て ド リ ブ ル は重 要 視 さ れ て い な か っ た の で
あ る 。
次 い で ， こ の 時 期 の ド リ ブ ル 技 術 の 具 体 像 に
迫 っ て み た い 。 前 出 のWardlaw ら は ， ド リ ブ ル
は腰 よ り 高 い 位 置 で 突 い て は な ら ない と 述 べ ， そ
の 理 由 の1 つ と し て ボ ー ル が ド リ フ ラ ー の 視 野 に























図1　1920 年代 初 頭の ドリブ ル技 術①・
※Wardlaw and Morrison, Basket-ball, Charies Scrib-ner's Sons, 1922
より転 載。
54
図2　1920 年代 初頭 のド リブ ル技 術②・








できると主張している4≒ また,   Meanwell はこの
問題についてより詳しく言及しているので，当該
の記述を以下に引いておきたい4‰

















































図3　1920 年代 中頃 の アン ダーハ ンド ・パ スの技 術｜
※Ruby, How to coach and play basketball. Bailey&Hime, 1926よ り転載
図4　1920 年 代 中頃 のプ ッシュ ・パス の技術｜

























る。Ruby は，図5 のようにコート上を便宜的 に4
つのエリアに区画し，各エリアにおけるドリブ



















図5　 ドリブ ルの用途 から み たコ ートのエ リ ア区分・
※Ruby, How to coach and play basketball. Bailey&Hime, 1926よ り転載 。
表2　 エリ アご との ドリブ ルの用途i
エリ ア � ド リブ ルの 用途
1 �得点 する ため に， ゴ ール に向 かっ て短 距離の ドリ ブ ルを用 いる。
2 �サ イド ラ イン側 にド リブ ルし て，ゴ ール付 近 に待ち 構えて いる デ ィフェ ンス を自分 の方へ 引 き付 け る。
3 �
デ ィフェ ンス に体制 を整 えら れて も，安 全 にドリ ブ ルを 使う こ とが で きる。 こ のエ リ アで は， 突 如 ス
ピ ード のあ るドリ ブ ル を使 う ことで ，前 線の デ ィフェ ンス を突破 する こ と もで きる。
4 �
デ ィフ ェ ンス・リ バ ウ ンド獲 得後， た だちに ア ウトレ ッ ト・ パ スが 出せ な かっ た場 合， サ イド ラ イン
側 に向かっ てドリブ ルで 移動して 広がるこ とで， デ ィフェ ンスのプ レッ シャ ーを回避するこ とがで きる。
1 ～4 �
全 てのエ リ アに共 通 する 用途 は，密 集地帯 で ル ーズボ ール を獲 得 し た時， セ ン ター から ボ ール が 外 に
出 され た時， スロ ー イン され たボ ールを受 け た後， の3 点であ る




























二次的なプレ ーでしかない。」59）と指摘し,  Lam-bert























た63)(図6 参照)。こ の時期 のド リブ ル技 術 に
は，すでにショットと組み合わせて用いる応用技










図6　Luisetti の ワン ハンド ・シ ョ ットの技術s
※Bunn,  Basketball methods, Macmillan, 1939より転 載 。












































ともあれ,   1940年代初頭になると，ドリブルは
戦術との関連性をより一層強めて攻撃的な技術へ
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